に 解決す る 能力の ない こんにちの 教育 問題から 逃げる 

楣 として、 国宝 再認識 問題 を 過度に 利用し ないように 

われわれ は 監視し なければ ならない。 

日本の 「国宝」 は あわれな 歴史 を もっている。 明治 

維新の 混沌 期に もし フェノロサが いなかったら、 当時 

の 日本 政府 は 価値の ある 過去の 美術 作品 を 外国 美術館 

でし か 見る ことの 出来ない ものにして しまっただろう _ 

よそから 教えられた 日本 美術の 価値に おどろいて、 「国 

宝」 を こしらえ たの はいいが、 「国宝」 という 封印 だけ 

がかた くされて 日々 の 実際に 適切な 国家的な 保護 をう 

けて いない 「国宝」 たちのき ようの 運命 こそ 危機に あ 
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